
(57)【要約】

【課題】　データ線の寄生容量の影響を抑え、電流の書

き込み動作を安定化させる。

【解決手段】　電界発光素子ＥＬと、ＥＬに流れる電流

を制御するＦＥＴ１２と、第１ＦＥＴのゲートとドレイ

ン間に設けられたＦＥＴ１３と、を備えた画素回路がマ

トリクス状に配され、一方向に配列された複数の画素回

路が列ごとにデータ線に接続され、ＦＥＴ１３を所定期

間導通させてデータ線に流れる映像データ電流をＦＥＴ

１２のゲートに供給し、映像データ電流の電流値を書き

込むアクティブマトリクス型表示装置であって、データ

線に事前充電回路が接続され、所定期間内の書き込み動

作が終了する前に、所定電流値の電流をデータ線の映像

データ電流に加えることでＦＥＴ１２のスレショルド電

圧のバラツキによる書き込み不全を解消する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電
極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を そ れ ぞ れ 備 え た 複 数 の 回 路 が デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る デ ー タ 電 流
を 各 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 デ ー タ 電 流 の 電 流
値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て
書 き 込 む 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 電 流 供 給 回 路 が 接 続 さ れ 、 該 電 流 供 給 回 路 は 、 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込
み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前 記 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 デ ー
タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 電 流 供 給 回 路 は 前 記 デ ー タ 線 に
供 給 さ れ る 電 流 に よ っ て 前 記 所 定 電 流 値 の 電 流 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ
ミ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 に お い て 、 各 回 路 の 前 記 ス イ ッ チ
と 前 記 デ ー タ 線 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ２ の ス イ ッ チ と 、 各 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ
ン ジ ス タ の 一 方 の 主 電 極 に 接 続 さ れ 、 書 き 込 ま れ た 電 流 を 各 回 路 の 前 記 所 定 期 間 外 に 該 一
方 の 主 電 極 か ら 取 り 出 す 第 ３ の ス イ ッ チ と を 備 え た 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 電 流 供 給
回 路 は 、 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一
方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 第 ４ の ス イ ッ チ と 、 を 備 え 、 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る 設 定 電 流
を 前 記 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 設 定 電 流 の 電 流 値 を 前 記 第
２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て 書 き 込 む 第
２ の 回 路 と 、
　 前 記 第 ２ の 回 路 に 書 き 込 ま れ た 電 流 を 入 力 電 流 と す る 定 電 流 回 路 と を 有 し 、
　 該 定 電 流 回 路 が 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
電 流 駆 動 型 表 示 素 子 と 、 該 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 電 界 効 果 ト
ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ
た ス イ ッ チ と 、 を 備 え た 画 素 回 路 が マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ 、 一 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 前
記 画 素 回 路 が 列 ご と に デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ
ー タ 電 流 を 各 画 素 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 映 像
デ ー タ 電 流 の 電 流 値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の
間 の 電 圧 値 と し て 書 き 込 む ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 電 流 供 給 回 路 が 接 続 さ れ 、 該 電 流 供 給 回 路 は 、 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込
み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前 記 映 像 デ ー タ 電 流 に 、 前 記
映 像 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 電 流 供 給 回 路 は 前 記 デ
ー タ 線 に 供 給 さ れ る 電 流 に よ っ て 前 記 所 定 電 流 値 の 電 流 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る ア ク
テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 各 画 素 回 路 の
前 記 ス イ ッ チ と 前 記 デ ー タ 線 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ２ の ス イ ッ チ と 、 各 画 素 回 路 の 前 記 第
１ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 一 方 の 主 電 極 に 接 続 さ れ 、 書 き 込 ま れ た 電 流 を 各 回 路 の 前 記
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所 定 期 間 外 に 前 記 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 に 流 す 制 御 を 行 う 第 ３ の ス イ ッ チ と を 備 え た ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ５ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
電 流 駆 動 型 表 示 素 子 は 注 入 電 流 に 対 応 し て 発 光 動 作 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 で
あ る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ５ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
電 流 供 給 回 路 は 、 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御
電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 第 ４ の ス イ ッ チ と 、 を 備 え 、 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る
設 定 電 流 を 前 記 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 設 定 電 流 の 電 流 値
を 前 記 第 ２ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て 書
き 込 む 第 ２ の 回 路 と 、
　 前 記 第 ２ の 回 路 に 書 き 込 ま れ た 電 流 を 入 力 電 流 と す る 定 電 流 回 路 と を 有 し 、
　 該 定 電 流 回 路 が 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電
極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を そ れ ぞ れ 備 え た 複 数 の 回 路 が デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る デ ー タ 電 流
を 各 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 デ ー タ 電 流 の 電 流
値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て
書 き 込 む 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前
記 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ ミ
ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
電 流 駆 動 型 表 示 素 子 と 、 該 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 電 界 効 果 ト
ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ
た ス イ ッ チ と 、 を 備 え た 画 素 回 路 が マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ 、 一 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 前
記 画 素 回 路 が 列 ご と に デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ
ー タ 電 流 を 各 画 素 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 映 像
デ ー タ 電 流 の 電 流 値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の
間 の 電 圧 値 と し て 書 き 込 む ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 で
あ っ て 、
　 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前
記 映 像 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 映 像 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ
ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 お よ び こ れ ら の 電
流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 に 係 わ り 、 特 に 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 に 用 い た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
型 表 示 装 置 に 好 適 に 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ー タ 線 に 流 す 電 流 を 、 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 と し て 保 持 す る 電 流 プ ロ グ
ラ ミ ン グ 回 路 は 、 特 許 文 献 １ の 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 電 界 発 光 素 子 を 用 い た ア ク テ ィ ブ マ
ト リ ク ス 型 表 示 装 置 の 、 電 界 発 光 素 子 駆 動 電 流 を 書 き 込 む た め の 電 流 書 き 込 み 型 画 素 回 路
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に 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 高 品 位 な 黒 お よ び 低 輝 度 階 調 表 示 を 可 能 と す る
た め に 、 図 ３ に 示 す よ う な 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 回 路 を 電 流 を 書 き 込 む 電 流 駆 動 回 路 と し て
設 け 、 デ ー タ 書 き 込 み の 際 に 書 き 込 み 電 流 を 打 ち 消 す 方 向 に 当 該 電 流 を 流 す こ と が 記 載 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ １ ４ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 者 は 上 記 電 流 書 き 込 み 型 画 素 回 路 を 用 い た と き に 、 各 画 素 回 路 に お い て 映 像 デ ー
タ 電 流 の 書 き 込 み 動 作 を 安 定 に 行 う こ と が で き な い 場 合 が あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 映 像 デ ー タ 電 流 の 書 き 込 み 動 作 を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 電 流 プ ロ グ ラ
ミ ン グ 装 置 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 お よ び こ れ ら の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 は 、 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効
果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を そ れ ぞ れ 備 え
た 複 数 の 回 路 が デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る デ ー タ 電 流
を 各 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 デ ー タ 電 流 の 電 流
値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て
書 き 込 む 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 電 流 供 給 回 路 が 接 続 さ れ 、 該 電 流 供 給 回 路 は 、 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込
み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前 記 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 デ ー
タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 は 、 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 と 、 該 電 流 駆 動 型 表
示 素 子 に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン
ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を 備 え た 画 素 回 路 が マ ト
リ ク ス 状 に 配 さ れ 、 一 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 前 記 画 素 回 路 が 列 ご と に デ ー タ 線 に 接 続 さ
れ 、
　 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ
ー タ 電 流 を 各 画 素 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 映 像
デ ー タ 電 流 の 電 流 値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の
間 の 電 圧 値 と し て 書 き 込 む ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 電 流 供 給 回 路 が 接 続 さ れ 、 該 電 流 供 給 回 路 は 、 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込
み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前 記 映 像 デ ー タ 電 流 に 、 前 記
映 像 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 は 、 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効
果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を そ れ ぞ れ 備 え
た 複 数 の 回 路 が デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る デ ー タ 電 流
を 各 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 デ ー タ 電 流 の 電 流
値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の 間 の 電 圧 値 と し て
書 き 込 む 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前
記 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ ロ グ ラ ミ
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ン グ 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 本 発 明 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 は 、 電 流 駆 動 型 表 示 素 子 と 、 該 電 流 駆 動 型 表 示 素
子 に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス
タ の 制 御 電 極 と 一 方 の 主 電 極 の 間 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ と 、 を 備 え た 画 素 回 路 が マ ト リ ク
ス 状 に 配 さ れ 、 一 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 前 記 画 素 回 路 が 列 ご と に デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の ス イ ッ チ を 順 次 所 定 期 間 導 通 さ せ て 前 記 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ
ー タ 電 流 を 各 画 素 回 路 の 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 電 極 に 供 給 し 、 前 記 映 像
デ ー タ 電 流 の 電 流 値 を 前 記 第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 主 電 極 と 前 記 制 御 電 極 と の
間 の 電 圧 値 と し て 書 き 込 む ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 で
あ っ て 、
　 前 記 所 定 期 間 内 の 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る 前 に 、 所 定 電 流 値 の 電 流 を 前 記 デ ー タ 線 の 前
記 映 像 デ ー タ 電 流 に 、 前 記 映 像 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 電 流 プ
ロ グ ラ ミ ン グ 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 の 影 響 を 抑 え 、 デ ー タ 電 流 の 書 き 込 み 動 作 を 安 定
化 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 わ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ に お い て 、 １ は マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ た 画 素 回 路 か ら な る 画 素 回 路 部 、 ２ は 充 電 設
定 電 流 に 基 づ く 充 電 電 流 が 書 き 込 ま れ る 電 流 供 給 回 路 と な る 、 画 素 回 路 列 ご と に 設 け ら れ
た 事 前 充 電 回 路 、 ３ は ゼ ロ 設 定 電 流 （ 基 準 電 流 ） に 基 づ く 電 流 が 書 き 込 ま れ る 、 画 素 回 路
列 ご と に 設 け ら れ た ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 、 ４ は 列 方 向 に 配 さ れ た 画 素 回 路 群 と 接 続 さ れ る デ
ー タ 線 に 線 順 次 デ ー タ 線 電 流 信 号 Ｉ data、 ゼ ロ 設 定 電 流 及 び 充 電 設 定 電 流 を 供 給 す る 列 電
流 制 御 回 路 、 ５ は 列 電 流 制 御 回 路 ４ に 接 続 さ れ 、 デ ー タ 線 に 線 順 次 デ ー タ 線 電 流 信 号 Ｉ da
ta、 ゼ ロ 設 定 電 流 及 び 充 電 設 定 電 流 を 与 え る た め の 列 走 査 回 路 、 ６ は 行 方 向 に 配 さ れ た 画
素 回 路 に 接 続 さ れ 、 画 素 回 路 に 行 ご と に 順 次 行 走 査 信 号 Ｐ １ ｍ 、 行 走 査 信 号 Ｐ ２ ｍ を 出 力
す る 行 走 査 回 路 で あ る （ ｍ は １ 以 上 の 正 の 自 然 数 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 わ る 画 素 回 路 、 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 及 び 事 前 充 電 回 路
の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の 各 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ
ー ト で あ る 。 図 ３ は デ ー タ 電 流 、 充 電 電 流 及 び デ ー タ 線 の 電 位 の 変 化 を 示 す タ イ ミ ン グ チ
ャ ー ト で あ る 。 図 ５ は 比 較 例 と し て 事 前 充 電 回 路 を 設 け な い 場 合 の 画 素 回 路 の 動 作 を 説 明
す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 図 ６ は 事 前 充 電 回 路 を 設 け な い 場 合 の デ ー タ 電 流
及 び デ ー タ 線 の 電 位 の 変 化 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 理 解 の 容 易 化 の た め に 、 事 前 充 電 回 路 を 設 け な い 場 合 の 画 素 回 路 の 駆 動
電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 と そ の 後 の 発 光 動 作 に つ い て 図 １ 及 び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 ま
た 、 こ こ で は ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 の 動 作 も 省 い て 説 明 を 行 う 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、
第 １ の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ は ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ ， Ｍ １ ６ 、 制 御 電 極 は そ の ゲ
ー ト 、 主 電 極 は ソ ー ス 、 ド レ イ ン が 対 応 す る 。 ま た ス イ ッ チ は ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １
３ ， Ｍ １ ７ が 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 今 、 あ る デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る 、 第 １ 行 画 素 回 路 の 動 作 を 考 え る と 、 図 ５ に お い て 、 行
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走 査 信 号 Ｐ １ １ が ハ イ レ ベ ル と な る と 、 第 １ の プ ロ グ ラ ム （ 行 選 択 ） 用 ス イ ッ チ と な る ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ が オ ン 、 発 光 選 択 用 ス イ ッ チ と な る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １
５ が オ フ す る 。 ま た 行 走 査 信 号 Ｐ ２ １ が ハ イ レ ベ ル に な る と 、 第 ２ の プ ロ グ ラ ム 用 ス イ ッ
チ と な る ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ３ が オ ン す る 。 そ し て 、 駆 動 用 ス イ ッ チ と な る ｐ Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 容 量 Ｃ ３ の 電 圧 は 、 デ ー タ 線 に 流 れ る 映
像 デ ー タ 電 流 に 基 づ き 電 界 発 光 素 子 （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 ） Ｅ Ｌ を 駆 動 す る 電
流 が ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ を 介 し て 流 れ る に 十 分 な ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 に 設 定 さ れ
る 。 次 に 、 行 走 査 信 号 Ｐ ２ １ が ロ ウ レ ベ ル に な る と 、 第 ２ の プ ロ グ ラ ム 用 ス イ ッ チ と な る
ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ３ が オ フ し 、 容 量 Ｃ ３ の 電 圧 が 保 持 さ れ る 。 こ れ ま で の 期 間 が
第 １ 行 電 流 設 定 期 間 （ 駆 動 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 後 、 行 走 査 信 号 Ｐ １ １ が ロ ウ レ ベ ル に な る と 、 第 １ の プ ロ グ ラ ム （ 行 選 択 ） 用 ス イ
ッ チ と な る ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ が オ フ 、 発 光 選 択 用 ス イ ッ チ と な る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ Ｍ １ ５ が オ ン す る 。 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ の ゲ ー ト 電 位 に よ り 電 界 発 光 素 子
Ｅ Ｌ へ の 駆 動 電 流 の 供 給 が 制 御 さ れ 、 電 界 発 光 素 子 Ｅ Ｌ に 流 れ る 電 流 が 制 御 さ れ る 。 電 界
発 光 素 子 Ｅ Ｌ が 発 光 （ 黒 表 示 の 場 合 は 非 発 光 ） し て い る 期 間 が 発 光 期 間 で あ る 。 ま た 第 １
行 電 流 設 定 期 間 が 終 わ る と 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 が 開 始 し 、 順 次 各 行 の 電 流 設 定 期 間 に 映 像
デ ー タ 信 号 に 基 づ き 駆 動 電 流 が 書 き 込 ま れ て い く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 し た 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ に よ っ て 各 画 素 回 路 を 制 御 す る こ と は 、 基 本 的 に は 各 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 バ ラ ツ キ に 影 響 さ れ な い 点 に お い て 有 効 で あ る が 、 本 発 明 者 は デ ー タ
線 の 寄 生 容 量 の 存 在 に よ っ て 、 各 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 バ ラ ツ キ に よ っ て 小 電 流 の プ ロ
グ ラ ミ ン グ 動 作 が 不 安 定 に な り 、 低 輝 度 領 域 に お い て 黒 ず ん だ ビ ー ト を 発 生 し 画 質 を 劣 化
さ せ る 場 合 が あ る こ と を 見 出 し た 。 こ の 現 象 は パ ネ ル 上 に 配 置 さ れ た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の
バ ラ ツ キ に よ っ て 発 生 す る の で 固 定 パ タ ー ン ノ イ ズ と な り 目 立 つ 現 象 と し て 現 れ る 。 こ れ
は デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 の 増 加 す る 大 画 面 パ ネ ル 及 び Ｅ Ｌ 素 子 の 高 効 率 化 に よ っ て さ ら に 顕
著 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 上 記 現 象 に つ い て 図 １ 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 今 、 デ ー タ 線 に 第 １ 行 画 素 回 路 ～ 第 ４ 行 画 素 回 路 が 接 続 さ れ 、 図 ５ に 示 す 第 １ 行 電 流 設
定 期 間 ～ 第 ４ 行 電 流 設 定 期 間 に お い て そ れ ぞ れ 第 １ 行 画 素 回 路 ～ 第 ４ 行 画 素 回 路 に お け る
駆 動 電 流 の プ ロ グ ラ ミ ン グ が 行 わ れ る 。 こ こ で 映 像 デ ー タ 電 流 は 全 て 同 一 電 流 値 の 小 電 流
（ 低 階 調 又 は 黒 表 示 時 の 電 流 ） と す る （ Ｉ data1＝ Ｉ data2＝ Ｉ data3＝ Ｉ data4） 。 第 １ 行
画 素 回 路 ～ 第 ４ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と な る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル
ド 電 圧 を そ れ ぞ れ Ｖ th1， Ｖ th2， Ｖ th3， Ｖ th4と し 、 そ の 電 圧 レ ベ ル は Ｖ th2＞ Ｖ th1， Ｖ
th3＝ Ｖ th2， Ｖ th4＜ Ｖ th3な る 関 係 に あ る も の と す る 。 第 １ 行 電 流 設 定 期 間 に 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ ， Ｍ １ ３ が オ ン す る と 、 第 １ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ の
ゲ ー ト に は ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 が Ｖ thを 超 え る よ う な 電 圧 が か か っ て 、 ソ ー ス － ド レ イ
ン 電 流 が 流 れ 、 ゲ ー ト 電 位 が 上 昇 し て い き 一 定 電 位 に 収 束 し 、 映 像 デ ー タ 電 流 Ｉ data1に
基 づ く 電 流 が ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 と し て 書 き 込 ま れ る 。 こ の 時 デ ー タ 線 の 電 位 Ｖ data
、 す な わ ち デ ー タ 線 寄 生 容 量 Ｃ ｘ の 電 位 は 第 １ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電
位 に 対 応 す る 電 位 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 に お い て 、 第 ２ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ス レ シ
ョ ル ド 電 圧 Ｖ th2は Ｖ th2＞ Ｖ th1な の で 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ８ ， Ｍ １ ７ が オ ン し
て も 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ソ ー ス － ド レ イ ン 電 流 が 流 れ ず 、 デ ー タ 線 電 位 の 下 降 は 微
小 な デ ー タ 線 電 流 の み で 行 な わ れ る た め 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 Ｃ ｘ か ら 電 流 が な が れ デ ー
タ 線 の 電 位 Ｖ dataが 低 下 し て い く が 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 の た め に そ の 低 下 は 緩 や か で 、
第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 内 で は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が Ｖ th2を
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超 え ず 、 映 像 デ ー タ 電 流 Ｉ data2（ ＝ Ｉ data1） に 基 づ く 電 流 の 書 き 込 み 、 す な わ ち 電 流 プ
ロ グ ラ ミ ン グ が 行 え な い （ 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 不 全 が 起 こ る ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 第 ３ 行 電 流 設 定 期 間 に お い て 、 デ ー タ 線 の 電 位 Ｖ dataが 引 き 続 き 低 下 し て い き （ 第
３ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 １ に お い て 不 図 示 ） の ゲ ー ト 電 位 も 引 き 続 き 低 下 し
て い き ） 、 ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が Ｖ th3（ Ｖ th3＝ Ｖ th2） を 超 え る と 、 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の ソ ー ス － ド レ イ ン 電 流 が 流 れ 、 ゲ ー ト 電 位 は 一 定 電 位 に 収 束 し 、 映 像 デ ー タ 電 流 Ｉ
data3（ Ｉ data3＝ Ｉ data2） に 基 づ く 電 流 が ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 と し て 書 き 込 ま れ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 第 ４ 行 電 流 設 定 期 間 に お い て 、 第 ４ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド
電 圧 Ｖ th4は Ｖ th4＜ Ｖ th3な の で 、 ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が Ｖ th4を 超 え 、 す ぐ に 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス － ド レ イ ン 電 流 が 流 れ 、 ゲ ー ト 電 位 は 上 昇 し て い き 一 定 電 位 に 収 束 し
、 映 像 デ ー タ 電 流 Ｉ data4に 基 づ く 電 流 が ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 と し て 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 で の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 不 全 は 、 画 素 回 路 の 電 流 の 電 流 設 定
期 間 で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 が 当 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電
圧 を 超 え な い 、 又 は 超 え て も 当 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 流 が 非 常 に 小 さ く デ ー タ
線 の 寄 生 容 量 の 充 放 電 動 作 に 寄 与 で き ず 、 電 流 書 き 込 み 時 間 が 不 十 分 に な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 電 流 デ ー タ に よ る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 が 終 わ る 前 に 所 定 期 間 、 所
定 電 流 で デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 を 充 電 す る 電 流 供 給 回 路 を 設 け 、 こ の 充 電 動 作 に よ り 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が ス レ シ ョ ル ド レ ベ ル を 超 え る こ と が で き る よ う に
し た 。 こ れ に よ り 小 電 流 に お け る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 に お い て 各 画 素 の 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の 自 己 放 電 動 作 が 保 証 さ れ 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ２ に 示 す よ う
に 充 電 電 流 設 定 期 間 の 前 に ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 に ゼ ロ 電 流 設 定 を 行 う ゼ ロ 電 流 設 定 期 間 が あ
る が ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 及 び ゼ ロ 電 流 設 定 期 間 に つ い て は 後 述 す る も の と し 、 こ こ で は 充 電
電 流 設 定 期 間 と 各 画 素 回 路 の 電 流 設 定 期 間 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す 電 流 供 給 回 路 と な る 事 前 充 電 回 路 は 、 各 行 の 画 素 回 路 の 電 流 設 定 期 間 に お い
て 、 所 定 期 間 、 所 定 電 流 を 供 給 す る 回 路 で あ り 、 映 像 デ ー タ 電 流 が 増 え る よ う に 電 流 を 加
え る も の で あ る 。 事 前 充 電 回 路 は 、 各 画 素 回 路 の 電 流 設 定 回 路 と 同 じ 構 成 の 電 流 設 定 回 路
と 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 電 流 供 給 回 路 と な る 事 前 充 電 回 路 は 所 定
電 流 （ 定 電 流 ） を 供 給 す る 回 路 で あ り 、 画 素 回 路 の 電 流 設 定 期 間 の 電 流 書 き 込 み 動 作 が 終
了 す る に 至 る 前 、 す な わ ち ゲ ー ト 電 位 が 一 定 値 に 収 束 す る 前 に 、 所 定 電 流 が 映 像 デ ー タ 電
流 に 加 え ら れ れ ば よ い が 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が ス レ シ ョ ル ド レ
ベ ル を 超 え る 動 作 が 早 く 行 わ れ る こ と が 好 ま し い た め 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 回
路 の 電 流 設 定 期 間 開 始 時 に 所 定 電 流 を 映 像 デ ー タ 電 流 に 加 え る と よ い 。 な お 、 電 流 プ ロ グ
ラ ミ ン グ が 不 全 と な る 電 流 設 定 期 間 を 有 す る 画 素 回 路 で は 電 流 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る ま
で の 期 間 は 画 素 回 路 の 電 流 設 定 期 間 を 超 え る 場 合 が あ る が 、 画 素 回 路 の 電 流 設 定 期 間 内 で
電 流 書 き 込 み 動 作 が 終 了 し う る 複 数 の 画 素 回 路 を 基 準 と し て 、 所 定 電 流 を 映 像 デ ー タ 電 流
に 加 え る タ イ ミ ン グ を 設 定 す れ ば よ い 。
所 定 電 流 を 加 え る 期 間 は デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 Ｃ ｘ の 電 位 を 十 分 さ げ る こ と が で き る よ う に
、 ス イ ッ チ の ス イ ッ チ 速 度 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 Ｃ ｘ 等 を 考 慮 し て 決 め ら れ る 。 ま た 所 定
電 流 の 電 流 値 は 各 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の バ ラ ツ キ を 考 慮 し て 設 定 さ れ る
。 所 定 電 流 の 電 流 値 は 充 電 設 定 電 流 の 値 を 変 え る こ と に よ り 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 事 前 充 電 回 路 に よ る 電 流 供 給 に よ り 、 デ ー タ 線 の 電 位 を 固 定 す
る よ う に 規 定 す る も の で は な く 、 充 電 電 位 は 各 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 特 性 に 委 ね ら
れ る 。 事 前 充 電 回 路 は 垂 直 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に お け る デ ー タ 電 流 に よ り 所 定 電 流 （ 充 電 電
流 ） を 発 生 で き る よ う に し 、 事 前 の 充 電 は 例 え ば 水 平 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 を 使 用 し て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 充 電 電 流 値 Ip(ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ M5の ド レ イ ン 電 流 )は 、 所 定 の 垂 直 ブ ラ ン キ ン グ 期
間 に デ ー タ 線 dataに 供 給 さ れ る 電 流 を 画 素 回 路 と 同 様 に ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ M5に 対 し て
電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ (設 定 )し て 行 な わ れ る (M6＝ M7＝ ON、 M8＝ OFF)。 そ し て 充 電 電 流 値 Ip
に よ る 事 前 充 電 動 作 は 各 行 (各 水 平 走 査 期 間 )で 行 な わ れ る 該 当 画 素 回 路 に 対 す る 電 流 プ ロ
グ ラ ミ ン グ (設 定 )動 作 の 所 定 の 開 始 期 間 (Pc＝ 1、 例 え ば 水 平 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 )で 行 な わ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 事 前 充 電 回 路 の 電 流 設 定 回 路 は 、 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ７ 、 ｐ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ の ゲ ー ト と ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ７ と の 間 に 設 け ら れ た ｎ Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ６ 、 デ ー タ 線 に 流 れ る 充 電 設 定 電 流 に 基 づ き ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 と し て
電 流 が 書 き 込 ま れ る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ と カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 を 構 成 す る ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ と の 間 に 設 け ら れ た ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ ８ を 含 ん で い る 。 事 前 充 電 回 路 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ソ ー ス － ゲ ー ト 間 が 接 続 さ れ
た ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ と 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ と ゲ ー ト ど う し が 接 続 さ れ る
ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ と 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ と デ ー タ 線 と の 間 に 設 け ら
れ た ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ １ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 上 記 事 前 充 電 回 路 の 充 電 電 流 設 定 動 作 （ 充 電 電 流 書 き 込 み ） 動 作 と 事 前 充 電 回 路
に よ る 電 流 供 給 が 行 わ れ る 場 合 の 画 素 回 路 の 駆 動 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 に つ い て 図 １ ～
図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 事 前 充 電 回 路 の 充 電 電 流 設 定 動 作 （ 充 電 電 流 書 き 込 み 動 作
） に つ い て 説 明 す る と 、 信 号 Ｐ 1p、 Ｐ 2pが ハ イ レ ベ ル に な り 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ７
、 Ｍ ６ が オ ン す る と 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 容 量 Ｃ ２ の 電
圧 は 、 デ ー タ 線 に 流 れ る 充 電 設 定 電 流 Ｉ p（ ＝ Ｉ px－ Ｉ ｚ ;Ｉ ｚ は ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 か ら の
設 定 電 流 で あ る ） に 基 づ き ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 が 設 定 さ れ る 。 次 に 、 信 号 Ｐ 2pが ロ ウ レ ベ
ル に な る と 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ６ が オ フ し 、 容 量 Ｃ ２ の 電 圧 が 保 持 さ れ 、 電 流 値 と
し て 書 き 込 ま れ る 。 そ の 後 、 信 号 Ｐ 1pが ロ ウ レ ベ ル に な る と 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ７
が オ フ 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ８ が オ ン す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 事 前 充 電 回 路 に よ る 電 流 供 給 が 行 わ れ る 場 合 の 画 素 回 路 の 駆 動 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ
動 作 に つ い て 説 明 す る と 、 例 え ば 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 に お い て 、 信 号 Ｐ ｃ が ハ イ レ ベ ル に
な る と 、 事 前 充 電 回 路 に お い て 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ の ゲ ー ト 電 位 に よ り ソ ー ス －
ド レ イ ン 電 流 が 流 れ 、 そ の ソ ー ス － ド レ イ ン 電 流 が カ レ ン ト ミ ラ ー さ れ 、 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ １ １ を 介 し て 充 電 電 流 Ｉ pcが 流 れ る 。 こ の 充 電 電 流 Ｉ pcは 、 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間
の 信 号 Ｐ ｃ が ハ イ レ ベ ル と な っ て い る 期 間 、 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ ー タ 電 流 を 増 や す よ
う に 流 れ 、 結 果 的 に Ｉ data1’ （  ＝ Ｉ data1＋ Ｉ pc、 Ｉ data1＝ Ｉ data1ｘ － Ｉ ｚ ;Ｉ ｚ は ゼ
ロ 電 流 設 定 回 路 か ら の 設 定 電 流 で あ る ） の 電 流 が 流 れ る 。 そ の た め デ ー タ 線 の 電 位 が 低 下
し 、 同 時 に 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 で は ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ８ ， Ｍ １ ７ が オ ン し て い る
た め に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と な る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ゲ ー ト 電 位 も 低 下 す る 。 こ
の よ う に 、 デ ー タ 線 に 流 れ る 映 像 デ ー タ 電 流 を 増 や す よ う に 充 電 電 流 Ｉ pcを 流 し 、 ゲ ー ト
電 位 を 低 下 さ せ る こ と で 、 各 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 Ｖ thに バ ラ
ツ キ が あ っ て も 、 各 画 素 回 路 の 各 電 流 設 定 期 間 に お い て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス － ゲ ー
ト 間 電 圧 は ス レ シ ョ ル ド 電 圧 Ｖ thを 超 え る よ う に な り 、 各 画 素 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 自 己
放 電 動 作 が 保 証 さ れ 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 こ こ で 映 像 デ ー タ 電 流 は 全 て 同 一 電 流 値 の 小 電 流 （ 低
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階 調 又 は 黒 表 示 時 の 電 流 ） と す る （ Ｉ data1x＝ Idata2x） 。 第 １ 行 画 素 回 路 、 第 ２ 行 画 素
回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と な る ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ 、 Ｍ １ ６ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧
を Ｖ th1， Ｖ th2と し 、 そ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 電 圧 レ ベ ル が Ｖ th1＜ Ｖ th2な る 関 係 に あ る
も の と す る 。 今 、 第 １ 行 電 流 設 定 期 間 で は 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 が 正 常 に 行 わ れ た も の
と す る 。 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２ 、 Ｍ １ ６ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 電 圧 レ ベ ル が Ｖ th1
（ Ｍ １ ２ ） ＜ Ｖ th2（ Ｍ １ ６ ） の と き は 、 事 前 充 電 回 路 に よ り デ ー タ 線 に 電 流 を 供 給 し な
い 場 合 に は 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 Ｃ ｘ の 影 響 に よ り 、 第 ２ 行 電 流 設
定 期 間 内 で は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 が Ｖ th2を 超 え ず 、 映 像
デ ー タ 電 流 Ｉ data2（  ＝ Ｉ data2ｘ － Ｉ ｚ ;Ｉ ｚ は ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 か ら の 設 定 電 流 で あ る
） に 基 づ く 電 流 の 書 き 込 み 、 す な わ ち 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ が 行 え な い （ 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン
グ 不 全 が 起 こ る ） 。 し か し 、 本 実 施 形 態 の よ う に 事 前 充 電 回 路 で 電 流 Ｉ pcを デ ー タ 線 に 供
給 す る こ と で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 行 画 素 回 路 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ６ の ゲ ー ト に
は 、 Ｖ th1（ Ｍ １ ２ ） ＜ Ｖ th2（ Ｍ １ ６ ） で あ っ て も 、 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 の 信 号 Ｐ ｃ が ハ
イ レ ベ ル と な っ て い る 期 間 、 デ ー タ 線 の 電 位 が 低 下 し 、 同 時 に 第 ２ 行 電 流 設 定 期 間 で は ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ８ ， Ｍ １ ７ が オ ン し て い る た め に ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 と し て Ｖ
thを 超 え る よ う な 電 圧 が か か っ て 、 ソ ー ス － ド レ イ ン 電 流 が 流 れ 、 そ の 後 信 号 Ｐ ｃ が ロ ウ
レ ベ ル と な り ゲ ー ト 電 位 が 上 昇 し て い き 一 定 電 位 に 収 束 し 、 映 像 デ ー タ 電 流 Ｉ data2’ （  
＝ Ｉ data2ｘ － Ｉ ｚ ＋ Ｉ pc;Ｉ ｚ は ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 か ら の 設 定 電 流 で あ る ） に 基 づ く 電 流
が ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 と し て 書 き 込 ま れ る 。 図 ３ で は 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ２
、 Ｍ １ ６ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 電 圧 レ ベ ル が Ｖ th1（ Ｍ １ ２ ） ＝ Ｖ th2（ Ｍ １ ６ ） 、 Ｖ th1
（ Ｍ １ ２ ） ＞ Ｖ th2（ Ｍ １ ６ ） の と き も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 事 前 充 電 回 路 の 充 電 電 流 設 定 動 作 （ 充 電 電 流 書 き 込 み ） 動 作 と 事 前 充 電 回 路 に よ
る 電 流 供 給 が 行 わ れ る 場 合 の 画 素 回 路 の 駆 動 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 動 作 に つ い て 説 明 し た が
、 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 黒 表 示 に お い て 、 線 順 次 デ ー タ 線 電 流 信 号 は 電 流 ゼ ロ が 好 ま し い が 実 際 に は 回 路 構 成 上
電 流 ゼ ロ に す る こ と は 困 難 で あ る 。 線 順 次 デ ー タ 線 電 流 信 号 の 電 流 が ゼ ロ に な ら な い と 、
電 界 発 光 素 子 Ｅ Ｌ の 駆 動 電 流 を ゼ ロ に す る こ と は で き ず そ の た め 黒 表 示 の 設 定 を 十 分 に す
る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 黒 表 示 の 設 定 を 十 分 に 行 う た め に ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 を 設 け て
い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 垂 直 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に 図 ３ の 列 電 流 制 御 回 路 ４ に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 電 圧 を ゼ ロ 電 流
設 定 電 圧 （ 黒 表 示 電 圧 レ ベ ル ） と し て 、 列 電 流 制 御 回 路 ４ に 接 続 さ れ る デ ー タ 線 に ゼ ロ 設
定 電 流 （ 基 準 電 流 ） を 流 す 。 こ の 期 間 を ゼ ロ 電 流 設 定 期 間 （ ゼ ロ 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間
） と い う 。 ゼ ロ 電 流 設 定 期 間 に 制 御 信 号 Ｐ １ ｚ ， Ｐ ２ ｚ を そ れ ぞ れ ハ イ レ ベ ル と し て 、 ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ ， Ｍ ２ を そ れ ぞ れ オ ン す る と 、 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ の ゲ ー
ト に 接 続 さ れ て い る 容 量 Ｃ １ の 電 圧 は 、 ゼ ロ 設 定 電 流 に 相 関 の あ る ゼ ロ 電 流 設 定 レ ベ ル に
設 定 さ れ 、 各 画 素 回 路 の 電 流 設 定 時 に ゼ ロ 設 定 電 流 に 基 づ く 設 定 電 流 Ｉ ｚ が ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ Ｍ １ ， Ｍ ４ を 介 し て デ ー タ 線 に 流 れ る に 十 分 な ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 に 設 定 さ れ る
。 次 に 、 制 御 信 号 Ｐ １ ｚ ， Ｐ ２ ｚ が ロ ウ レ ベ ル に な る と 、 容 量 Ｃ １ の 電 圧 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 第 １ 行 画 素 回 路 を 映 像 表 示 （ 例 え ば 黒 表 示 ） に 設 定 す る た め に デ ー タ 電 流 Ｉ data1x
が デ ー タ 線 に 流 れ た と す る と 、 上 記 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 か ら 設 定 電 流 Ｉ ｚ が ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ １ ， Ｍ ４ を 介 し て デ ー タ 線 に 流 れ 、 第 １ 行 画 素 回 路 の 書 込 設 定 電 流 Ｉ data1は Ｉ d
ata1＝ Ｉ data1x－ Ｉ ｚ と な る 。 こ の よ う に ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 を 設 け る こ と に よ り 画 素 回 路
間 の 黒 表 示 の 設 定 が 可 能 と な る 。
容 量 Ｃ １ ～ Ｃ ４ は 個 別 に 容 量 素 子 と し て 形 成 し て も よ い が 、 素 子 と し て 形 成 し な く と も 、
ゲ ー ト － ソ ー ス 間 に 形 成 さ れ る 寄 生 容 量 （ ゲ ー ト 電 極 と ソ ー ス 領 域 と の 重 な り 容 量 等 ） を
用 い て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 本 発 明 に 係 わ る 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 を 用 い た 例 と し て 、 電 流 駆 動 表 示 素 子 を 用
い た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 表 示 装 置 を 取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 わ る 電 流 プ
ロ グ ラ ミ ン グ 装 置 は デ ー タ 線 に 流 す 電 流 を 、 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 と し て 保
持 す る 電 流 設 定 回 路 を 用 い る 用 途 で あ れ ば 適 用 す る こ と が で き 、 そ の 用 途 は Ｌ Ｅ Ｄ 、 電 界
発 光 素 子 、 電 子 放 出 素 子 （ 電 子 放 出 素 子 か ら 放 出 さ れ た 電 子 を 加 速 し て 蛍 光 体 等 の 画 像 形
成 部 材 に 照 射 す る こ と で 表 示 を 行 う こ と が 可 能 な の で 、 か か る 電 子 放 出 素 子 も 電 流 駆 動 表
示 素 子 に 含 め る ） 等 の 電 流 駆 動 表 示 素 子 を 用 い た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 表 示 装 置 に 限
ら れ ず 、 ア ナ ロ グ メ モ リ 等 の 電 流 プ ロ グ ラ ミ ン グ の た め の 回 路 と し て 用 い ら れ る 。 ま た 本
発 明 は マ ト リ ク ス 状 の 表 示 装 置 に 限 ら れ ず ラ イ ン 状 の 表 示 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 を 必 ず し も 設 け な く と も よ い が 、 黒 表 示
の 設 定 を よ り 正 確 に 行 う た め に は 設 け る こ と が 好 ま し い 。 事 前 充 電 回 路 に よ る 電 流 は 電 流
設 定 期 間 内 の 電 流 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る に 至 る 一 部 の 期 間 に 加 え ら れ る の で 、 最 終 的 に
は ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 と し て は 電 流 値 と し て 残 ら な い 。 し た が っ て 、 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路
に よ る 電 流 と 併 存 し て も そ の 機 能 を 損 な う も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 は 電 界 発 光 素 子 （ Ｅ Ｌ 素 子 ） 等 の 電 流 駆 動 型 発 光 素 子 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型
表 示 装 置 や ア ナ ロ グ メ モ リ に 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 わ る 画 素 回 路 、 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路 及 び 事 前 充 電 回 路
の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 わ る 各 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 デ ー タ 電 流 、 充 電 電 流 及 び デ ー タ 線 の 電 位 の 変 化 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 わ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 比 較 例 と し て 事 前 充 電 回 路 を 設 け な い 場 合 の 画 素 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ
イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 事 前 充 電 回 路 を 設 け な い 場 合 の デ ー タ 電 流 及 び デ ー タ 線 の 電 位 の 変 化 を 示 す タ イ
ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 画 素 回 路 部
　 ２ 　 事 前 充 電 回 路
　 ３ 　 ゼ ロ 電 流 設 定 回 路
　 ４ 　 列 電 流 制 御 回 路
　 ５ 　 列 走 査 回 路
　 ６ 　 行 走 査 回 路
　 Ｍ １ ， Ｍ ４ ， Ｍ ５ ， Ｍ ８ ， Ｍ １ ２ ， Ｍ １ ５ ， Ｍ １ ６ ， Ｍ １ ９ 　 ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 Ｍ ２ ， Ｍ ３ ， Ｍ ６ ， Ｍ ７ ， Ｍ ９ ～ Ｍ １ １ ， Ｍ １ ３ ， Ｍ １ ４ ， Ｍ １ ７ ， Ｍ １ ８ 　 ｎ Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ
　 Ｃ １ ～ Ｃ ４ 　 容 量
　 Ｅ Ｌ 　 電 界 発 光 素 子
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(13) JP 2006-154066 A 2006.6.15



【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：通过抑制数据线寄生电容的影响来稳定电流写入操作。 包
括电致发光元件EL，用于控制流过EL的电流的FET 12以及设置在第一
FET的栅极和漏极之间的FET 13的像素电路以矩阵形式布置并且沿一个
方向布置。 每一列的数据线连接有多个像素电路，FET 13导通预定的时
间段，以将流过数据线的视频数据电流提供给FET 12的栅极，视频数据
电流的电流值写入有源矩阵显示器中。 在该装置中，预充电电路连接到
数据线，并且在完成预定时间段内的写入操作之前，将具有预定电流值
的电流添加到数据线的视频数据电流，以引起FET12的阈值电压的变
化。 消除书写失败。 [选型图]图1
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